
10
月
31
日
、
11
月
１
日
に
行
わ

れ
た
第
34
回
滋
賀
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
囲
碁
部
門
に
囲
碁
部
が

出
場
し
た
。
男
子
個
人
戦
は
優
勝

佐
藤
颯
海
君
（
２
―
６
）
、
準
優

勝
に
吉
川
拓
穂
君
（
２
―
６
）
、

３
位
に
政
所
弘
樹
君
（
２
―
２
）
、

４
位
に
木
瀬
友
輝
君
（
２
―
５
）
、

５
位
に
津
田
篤
志
君
（
２
―
１
）
、

６
位
に
河
野
佑
哉
君
（
２
―
５
）
、

７
位
に
寺
倉
征
平
君
（
２
―
３
）
、

８
位
に
宮
澤
隆
太
君
（
２
―
５
）

と
ベ
ス
ト
８
を
独
占
し
た
。
女
子

個
人
戦
も
優
勝
谷
野
花
奈
さ
ん

（
１
―
２
）
、
準
優
勝
に
辰
野
奈

穂
さ
ん
（
１
―
４
）
、
３
位
に
谷

沢
真
理
さ
ん
（
１
―
８
）
、
４
位

に
玉
村
依
子
さ
ん
（
１
―
８
）
と

好
成
績
を
残
し
た
。
ま
た
男
子
団

体
戦
は
優
勝
彦
根
東
男
子
Ａ
（
吉

川
・
佐
藤
・
政
所
）
、
準
優
勝
彦

根
東
男
子
Ｂ
（
寺
倉
・
津
田
・
木

瀬
）
、
女
子
団
体
戦
は
彦
根
東
女

子
Ａ
が
優
勝
し
た
。
優
勝
し
た
佐

藤
君
、
谷
沢
さ
ん
と
Ａ
チ
ー
ム
の

男
子
団
体
・
女
子
団
体
は
県
知
事

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
結
果
、

12
月
に
行
わ
れ
る
近
畿
高
校
囲
碁

選
手
権
大
会
に
男
女
団
体
の
出
場

が
決
ま
り
、
さ
ら
に
佐
藤
君
、
吉

川
君
、
政
所
君
、
谷
野
さ
ん
、
辰

野
さ
ん
、
谷
沢
さ
ん
が
個
人
戦
の
、

木
瀬
君
、
津
田
君
、
玉
村
さ
ん
が

９
路
盤
戦
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

11
月
１
日
に
滋
賀
県
の
高
校
の

新
聞
部
が
集
ま
り
、
交
流
新
聞
作

り
を
行
っ
た
。
新
聞
部
員
た
ち
は

班
ご
と
に
分
か
れ
て
、
講
演
会
を

聞
き
、
彦
根
城
を
取
材
し
た
。
交

流
会
の
前
に
は
滋
賀
県
高
等
学
校

新
聞
コ
ン
テ
ス
ト
の
授
賞
式
と
出

品
さ
れ
た
新
聞
の
講
評
も
行
わ
れ
、

本
校
新
聞
部
は
最
優
秀
賞
（
知
事

賞
）
を
受
賞
し
た
。
同
賞
の
受
賞

は
34
年
連
続
34
回
目
と
な
る
。
ま

た
、
同
日
に
は
滋
賀
県
庁
で
児
童

生
徒
芸
術
文
化
賞
の
受
賞
式
が
行

わ
れ
、
新
聞
部
が
受
賞
し
た
。
児

童
生
徒
芸
術
文
化
賞
は
全
国
規
模

の
大
会
で
顕
著
な
成
績
を
収
め
た

団
体
及
び
個
人
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
賞
で
、
新
聞
部
は
今
年
の
夏
の

長
崎
総
文
祭
で
最
高
賞
で
あ
る
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
た
。
同
賞

の
受
賞
は
６
年
連
続
７
回
目
と
な

る
。文

芸
部
は
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭

奨
励
賞
（
１
位
）
を
受
賞
し
た
。

こ
の
結
果
、
文
芸
部
の
全
国
大
会

へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
。

美
術
部
で
は
増
田
晴
菜
さ
ん

（
２
―
８
）
が
絵
画
で
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。
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▲表彰される生物班班長の手良村

知功君（３―１）

Ｓ
Ｓ
部
化
学
班
は
、
「
合
金
の
反
応
性
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
発
表
で
、
第
67
回
児

童
生
徒
化
学
発
表
大
会
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
大
会
へ
の
切

符
を
手
に
し
た
。

Ｓ
Ｓ
部
生
物
班
は
、
８
月
に
行
わ
れ
た

２
０
１
３
長
崎
し
お
か
ぜ
総
文
祭
の
自
然

科
学
部
門
に
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
そ
れ

に
よ
り
、
児
童
生
徒
芸
術
文
化
表
彰
を
受

け
た
。

▲受賞後、発表をする奥村颯太君

（２－２）と髙田美希さん（２―５）

▲

増
田
さ
ん
の
受
賞
作
品


